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ベクトル

ベクトル (ドイツ語: Vektor, 英語: vector) は、大きさと向きを持った量である。
ベクタ、ベクターともいう。ベクトルで表される量をベクトル量と呼ぶ。
例えば、速度や加速度、力はベクトルである。

平面上や空間内の矢印（有向線分）として幾何学的にイメージされる。

ベクトルに－(マイナス)が付くと、方向は逆向きになる。(大きさは同じ）

ベクトルの合成と分解

平行四辺形法による合成
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ベクトルの継ぎ足し法

継ぎ足しは、どのベクトルから始めてもでもよい。

継ぎ足し法は、３次元でも成立する。

メタン分子 ４個の空間ベクトルを継ぎ足し法で合成すると、

点ベクトルになる。

ａ+ｂ＋ｃ を作図してみると、
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相対速度 ………… Ｂから見たＡの速度を、Ｂに対するＡの相対速度という。

【問Ａ】次の（１），（２），（３）について作図しなさい。

（１）バスから見た乗用車の相対速度

バスから見た乗用車の相対速度は、

観測者のベクトルが点ベクトルになるように、観測者の速度ベクトルの逆ベクトルを合成する。

つまり、観測者（見る方）のベクトルを引けばよい。

（マイナスとは、ベクトルの大きさは同じで、向きは逆を意味する。）

乗用車の相対速度は、乗用車の速度ベクトルから、バスの速度ベクトルを引いたベクトル。

乗用車の相対速度は、乗用車の速度と、バスの速度の逆ベクトルを合成したベクトル。

『観測者のベクトルを、点ベクトルにする。』ということは、『観測者を基準にする。』

ということです。

自動車の運転者や同乗者（あるいは、バスの乗客）は、乗り物の中で走り回ってはいません。

座っているのです。！

『点ベクトルにする。』ために、逆ベクトルにして合成するのです。
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（２）乗用車から見たバスの相対速度

乗用車から見たバスの相対速度

（３）オートバイから見たトラックの相対速度

オートバイから見たトラックの相対速度

【問Ｂ】

雨が鉛直に降っている。高速道路を走行する乗用車の助手席から真横に雨の様子を観測したら

どのように見えるか、作図しなさい。

雨

助手席からの雨の様子


